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「第30回ＪＡ北海道大会」に係る組合員組織討議並びに
指定団体制度の強化に向けた学習会を実施

　

９
月
14
日
、
鶴
居
事
務
所
に
て
「
第

30
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
に
係
る
組
合

員
組
織
討
議
並
び
に
指
定
団
体
制
度
の

強
化
に
向
け
た
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
大
会
議
案
が
対
話
を
重
視
す

る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
組
合
員

全
戸
を
訪
問
し
広
く
意
見
・
提
案
を
募

る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

が
見
通
し
難
い
こ
と
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・

酪
農
振
興
会
の
各
代
表
及
び
役
職
員
総

勢
14
名
が
参
集
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根

釧
支
所 

高
栁 

泰
斗
次
長
よ
り
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
組
合
員
組
織
討
議
の
目
的
・

趣
旨
等
に
つ
い
て
資
料
に
沿
っ
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
は
組
織
・
事
業
の

強
化
を
図
る
べ
く
３
年
ご
と
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
各
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂

に
会
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
基

本
方
針
を
確
認
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
大
会
で
は
、
平

成
26
年
よ
り
進
め
て
き
た
改
革
プ
ラ
ン

以
降
、
取
り
組
ん
で
き
た
不
断
の
自
己

改
革
を
更
な
る
高
み
に
到
達
さ
せ
る
べ

く
、
今
後
３
年
間
の
展
望
や
Ｊ
Ａ
経
営

を
取
り
巻
く
事
業
環
境
を
ふ
ま
え
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て

実
践
す
る
べ
き
事
項
に
焦
点
を
絞
り
、

関
係
者
の
意
識
・
目
線
を
統
一
す
る
大

会
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
議
案
で
あ
る

　

１
．�

Ｊ
Ａ
運
営
の
好
循
環
に
向
け
て

対
話
の
成
果
を
実
践

　

２
．�

Ｊ
Ａ
運
営
の
好
循
環
を
支
え
る

基
盤
の
強
化

に
つ
い
て
高
栁
次
長
よ
り
各
議
案
の
基

本
目
標
、
重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
討
議
及
び
、
組
合
員
の
皆
様

か
ら
事
前
に
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
、

項
目
ご
と
に
集
約
し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
実
行
委
員
会
へ
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

討
議
終
了
後
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
釧
路

支
所
酪
農
課 

後
藤 

悠
太
課
長
を
講
師

に
迎
え
、
指
定
団
体
制
度
の
強
化
に
向

け
た
学
習
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

生
乳
の
需
給
状
況
と
ホ
ク
レ
ン
の
取

り
組
み
や
、
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
、

生
乳
の
特
性
、
指
定
団
体
の
機
能
、
今

後
の
生
乳
需
給
等
の
動
向
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
後
に
は
、
今
回
の
学
習
会
の
内

容
を
含
め
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、

指
定
団
体
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

て
も
有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
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みんなでつくりました！
　　　　　女性部音別支部もの作り講習会

第２回酪農専門技術員養成研修会開催
　
釧
路
農
協
連
主
催
で
５
回

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
、
酪

農
専
門
技
術
員
養
成
研
修
会

の
２
回
目
が
８
月
23
日
～
24

日
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る

い
に
て
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

よ
り
武
藤　
清
隆
組
合
長
、

鈴
木　
郁
也
農
業
支
援
課
長
、

鈴
木　
英
智
農
業
振
興
課
長

の
３
名
が
講
師
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
武
藤
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
営

農
部
門
の
役
割
に
つ
い
て
」、

「
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
職

　
８
月
２
日
、
28
日
の
両
日
、

女
性
部
音
別
支
部
６
名
が
参
加

し
、
も
の
作
り
講
習
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
２
日
の
午
前
は
、
音
別
の
特

産
品
の
蕗
を
原
料
と
し
た
「
富

貴
紙
を
利
用
し
た
う
ち
わ
作

り
」
を
開
催
し
、
富
貴
紙
を
提

供
し
て
頂
い
た
釧
路
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
本
間
氏
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
成
田
支
部
長
を

講
師
と
し
て
、「
リ
ー
ス
作
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
紙
コ
ッ
プ
と
韓
紙

を
使
用
し
た
「
蓮
の
花
」
を
お

彼
岸
に
向
け
て
作
成
致
し
ま
し

た
。（
表
紙
掲
載
）

　
完
成
し
た
作
品
を
手
に
記
念

撮
影
を
し
、
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

員
と
し
て
の
心
構
え
」
等
を
、

自
身
の
経
験
を
基
に
参
加
者

へ
伝
え
ま
し
た
。

　
鈴
木
農
業
支
援
課
長
は
、

「
農
場
の
基
礎
資
産
や
ク
ミ

カ
ン
に
つ
い
て
」、
鈴
木
農

業
振
興
課
長
か
ら
は
「
補
助

事
業
」
等
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。

　
研
修
を
受
け
た
参
加
者
か

ら
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、

各
講
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
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高校生インターンシップを実施

白糠給油所で職場体験学習を受入

　
Ａ
コ
ー
プ
鶴
居
店
に
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て

標
茶
高
校
の
生
徒
１
名
を
１

週
間
受
入
れ
ま
し
た
。

　
長
谷
川
管
理
部
長
よ
り
、

各
事
業
や
組
織
概
要
、
地
域

に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
役
割
等
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
各
部
署
を
見
学
し
、

実
際
に
生
活
課
の
仕
事
に
つ

き
ま
し
た
。

　
白
糠
給
油
所
で
、
職
場
体

験
学
習
と
し
て
、
白
糠
中
学

校
よ
り
２
名
の
生
徒
を
受
入

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、

実
際
の
体
験
活
動
を
通
し

て
、
職
業
に
つ
い
て
よ
り
よ

く
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
達
は
、
は
じ
め
て
体

験
す
る
給
油
所
で
の
仕
事
に

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
よ
う

　
担
当
職
員
よ
り
肉
の
切
り

方
や
魚
の
捌
き
方
を
教
わ

り
、
緊
張
し
な
が
ら
仕
事
を

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
で
学
ん
だ
仕
事

の
苦
労
や
喜
び
が
将
来
の
進

路
や
職
業
選
択
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
等
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ

の
活
動
や
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
頂
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

で
す
が
、
接
客
や
清
掃
、
オ

イ
ル
交
換
な
ど
の
作
業
を
一

生
懸
命
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
学
習
終
了
後
、
生
徒
か

ら
は
、「
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声

も
あ
り
、
仕
事
を
す
る
苦
労

や
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
た

よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
体
験
が
生
徒
た
ち
の

将
来
の
役
に
立
つ
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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　前回は地震による断水時の対策について掲載いたしました。最終回は、断水が発生した際の
備えを実際に行っている農場の例を掲載させていただきます。
　株式会社　夢牧場
　夢牧場では、万が一、自然災害等による断水が発生した場合に備え、中古のバルククーラー
へ貯水、既設給水管へ接続ができる体制を整備しておりますので、ご紹介いたします。

　本事例での動力ポンプや電気工事等も含めた総事業費は約50万円   ※別途貯水タンク代

　整備のきっかけは、2018年の胆振東部地震によるブラックアウトの発生があげられ、その
際も長時間にわたり搾乳ができないなどの被害を多く目にし、万が一は“ある”ということを
痛感したことで整備をきめたとのこと。

　本事例は、既設給水管への設置も行う大掛かりな事例となりますが、貯水タンクを置いてお
くだけでも、ある程度の家畜の飲み水を確保することが可能となり、万が一の際には「減災」
へと繋がることが考えられます。
　今回掲載した例についてのお問い合わせは、農業振興課までお問い合わせください。

※処理室横の動力ポンプ室内

〇平常時（断熱+カバー）

農業経済４KプロジェクトよりJAくしろ丹頂

生産者向け情報　～万が一の自然災害への備え～

既設給水管へ接続

水の流れ

営農部農業振興課　℡ 0154－64－2661
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
チ
ー
ズ
な
ど

を
作
っ
て
味
わ
う
こ
と
は
、
酪
農
家

の
喜
び
の
ひ
と
つ
で
す
。
将
来
こ
れ

を
販
売
し
て
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
た
い
と
夢
を
描
く
農
場
や
そ
の
従

事
者
の
声
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
実
際
に
取
り
組
む
と
き
に

必
要
な
点
に
触
れ
て
み
ま
す
。

一　

６
次
産
業
化
と
は

　
第
１
次
産
業
の
生
産
物
を
加
工
・

販
売
し
、
所
得
（
収
入
）
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
で
す(

図
１)

。

二　

ま
ず
構
想
を
整
理

　
乳
製
品
に
限
ら
ず
農
畜
産
物
を
加

工
・
販
売
し
た
い
と
き
は
、
考
え
て

い
る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
計
画

を
立
て
る
前
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
次
の
項
目
を
書
き
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
（
表
１
）。

①
何
の
た
め
に
や
り
た
い
の
か

②
何
を
製
造
・
販
売
す
る
か

③
い
つ
始
め
る
か

④
製
造
技
術
は
ど
こ
で
習
得
す
る
か

⑤
加
工
・
販
売
は
誰
が
担
当
す
る
か

⑥
施
設
は
新
築
か
改
築
か

⑦
製
造
の
頻
度
と
量
は
ど
う
す
る
か

⑧
資
金
の
調
達
は
ど
う
す
る
か

⑨
販
売
先
の
目
処
は
あ
る
か

三�　

各
種
法
律
や
関
係
団
体
へ
の
確

認
と
手
続
き

  

構
想
か
ら
具
体
的
に
計
画
を
立
て
、

食
品
を
製
造
し
、
消
費
者
へ
販
売
す

る
場
合
は
、
関
連
す
る
法
律
や
関
係

団
体
へ
の
確
認
等
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
牛
乳
・
乳
製
品
の
場
合
の
主
な
手

続
き
や
確
認
事
項
な
ど
は
、
次
の
通

り
で
す
（
表
２
）。

四�　

食
品
を
製
造
・
販
売
す
る
上
で

必
要
な
制
度

　
今
年
６
月
か
ら
す
べ
て
の
食
品
営

業
事
業
者
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
食
品
衛
生
に
取

り
組
む
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
等
に
よ
る
手
引
き
書
な

ど
を
参
考
に
、
衛
生
管
理
の
計
画
を

立
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

五　

経
営
の
向
上
を
目
指
し
て

　
北
海
道
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
調

査
を
み
る
と
、
黒
字
化
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
の
が
現
状
で
す
（
図
２
）。

　　
目
的
を
明
確
に
し
て
、
基
盤
と
な

る
酪
農
経
営
の
状
況
を
十
分
に
分
析

し
、
将
来
の
姿
も
視
野
に
入
れ
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

  

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　

  

は
こ
ち
ら
→

我
が
農
場
の
生
乳
を

　
　
　
　
　
加
工
し
た
い

表１　整理する項目

図１　６次産業化の模式図

図２　６次産業化取組から黒字までの年数

表２　主な法律・確認・手続き
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「
ひ
が
し
北
海
道
ク
レ
イ
ン
ズ
」
と

の
連
携
を
記
念
し
て
、
右
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
試
合
に
招
待
し
ま
す
！

【
応
募
方
法
】

〈
対
象
者
〉

　

�

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
を
見
た
、
組
合
員
及
び

そ
の
家
族
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
対
象

〈
申
込
方
法
〉

　
①
希
望
日
時　
②
来
場
者
全
員
の

　
氏
名　
を
試
合
日
の
約
1
週
間

　
前
ま
で
に
メ
ー
ル
で
申
込
。

〈
申
込
先
〉

　

yuusuke.w
akisaka@

ja-

　

hokkaido.gr.jp　

　
な
お
、
不
明
な
点
な
ど
が
あ
る
場

　
合
は
、
中
央
会
の
脇
坂
ま
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

　

�

申
込
人
数
が
、
割
当
数
を
超
過
し

た
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
募
集
し
て
ま
す
‼

ひがし北海道クレインズ応援動画

公開しました

ＪＡくしろ丹頂ホームページの新着情報より
「ひがし北海道クレインズとスポンサー契約しました」
をご覧いただけます。

ＪＡくしろ丹頂ホームページ
https://www.ja-kushirotancho.or.jp/�

Instagramでは別Verをご覧いただけます。

Instagram
ＪＡくしろ丹頂　公式アカウント
https://www.Instagram.com/jakushiro
tancho/� ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

6



 

 
Vol.3

今月は運動前におすすめの背骨のセルフコンディショニ

ング方法を紹介します。体幹の安定性と背骨の動きが向上

するため、怪我の予防（特に腰痛予防）とパフォーマ

ンスアップを期待できます。アカデミーの選手達も練習

前、試合前に必ず実施しているストレッチです。姿勢改善

にも効果があります。 

毎日続けることでスムーズに背骨を動かすことがで

きるようになります。農作業前や運動前のウォーミング

アップに是非とも取り入れてみて下さい！  
 

※ストレッチで強い痛みが生じる場合はすぐに中止して下さい 

※強い痛みが継続する場合は整形外科を受診することをお勧めします

選手達のコンディショニング、フィジカルトレーニン

グを担当している栗山渉トレーナーが、 

誰でも簡単にトライできる、セルフコンディショニン

グの方法をご紹介します！スポーツをしている人も、

していない人もチャレンジしてみましょう！ 

今回のテーマ 

運動前におすすめの 

背骨のセルフコンディショニング 

手は肩の真下、 

膝は股関節の真下にして、 

四つん這いになる 

おヘソをのぞきこむよう 

して背骨を丸める 

上を見上げるように 

して背骨を反らす 

四つん這いで 

片手を首の後ろに 
肘を引いて胸をひらく 

胸を開いて背骨をまわす 片膝立ちになって両手を 

前で合わせる 

四つん這いから片手を 

腋の下に通して、 

肩を地面につける 

目線は上を見上げる 

膝にしっかり体

重をのせる 

①～③を、ゆっくり 10 回繰り返す 
背中丸め・反らし 

徐々に大きくひらく 

背骨まわし②

背骨ひねり
背骨まわし①

１ ２ ３

４５

６ 

８７ 

北海道コンサドーレ札幌と 

ＪＡグループ北海道は 

食農パートナーです！ 
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↑動画内のワンシーン

↑このサムネイルが目印です！

　　紹介動画への
　　QRコードはこちら→

　ＪＡバンクで年金をお受取りされている方を対
象に、窓口で「招福ようかん」をプレゼントする
「年金サンクスプレゼント」を開催しています。今
年は多くのＪＡで７月１日から、また、一部ＪＡで
は８月１日以降からお渡ししています。さらに、北
海道警察とも連携して、招福よう
かんパッケージに“特殊詐欺被害
にあわれないよう注意喚起の標
語”も印刷し配布しています。
　ＪＡバンク北海道は、地域住民
の暮らしや財産を守る地域貢献
活動に引続き取組んで参ります。

　帯広厚生病院のYouTubeで「管理栄養士のお
昼ご飯職場飯編」の動画を公開しております。
　管理栄養士が教える栄養バランスの良いお弁
当の作り方、手抜きの方法など、普段お弁当作
りをされている方必見の内容です！
　是非ご覧ください。

　ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャンペー
ン』を実施しております。インターネットに開設し
たキャンペーンWebサイトへご応募いただいた方
の中から、抽選で総計13,000名様に家電などの素
敵な賞品が当たります。キャンペーンは令和４年
３月31日（木）までです。この機会にＪＡ共済のホー
ムページにア
クセスいただ
けますようお
待ちしており
ます！
ＪＡ共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp/

北海道神宮例祭に合わせ大鏡餅を奉納
　北海道もち米団地農協連絡協議会（事務局：ホ
クレン）は６月11日、北海道神宮例祭に合わせて、日
本一の生産量※を誇るもち米産地として、疫病退
散（新型コロナウイルスの早期収束）と、もち食文
化の振興も含めた北海道の農林水産業・経済の持
続的な発展を祈願し
て、北海道産「はく
ちょうもち」を使用し
た総重量120kg級の特
大鏡餅を北海道神宮
へ奉納しました。
※令和２年産米農産物検査実績（2021年３月31日時点）

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道の食農教育・社会貢献活動シンボルマークが決定！！
　北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、ＳＤＧｓを基本方針とし食農教育・社会貢献
活動をさらに発展させていくことを目的として、今年３月に新たに相互協力協定を締結しました。
今年４月からは、新たな連携活動の象徴となるシンボルマークの公募を行い、約３カ月間で、道内
外から81作品もの応募をいただきました。
　その中で最優秀賞に輝いたこちらのシンボルマークは、長崎県
在住の30代女性がデザインしたもので、今後、「コンサ･土･農園（コ
ンサドファーム）」や「みんなのよい食ＪＡ親善大使」など、様々
な活動で使用される予定です。
　直近の連携活動としては、「コンサ･土･農園」で収穫した野菜
のチャリティー販売を計画しています。トウモロコシは８月下旬
･ジャガイモは９月下旬の北海道コンサドーレ札幌のホームゲー
ム時に、札幌ドームで販売予定です。

【連携活動については、本会ＳＮＳでも情報を発信しています！】 Twitter:＠JA_HOKKAIDO_PR / Instagram:＠ja_dosanko / Facebook:＠jahokkaido
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※Jミルクホームページより転載

リッチな味で満足度アップ

クリームチーズの串コンビ

　

【作り方】
1.　ささ身は筋を取り、薄く開いて塩、コショウし、

クリームチーズとワサビを混ぜたものを塗り、大

葉を巻き込んで１/３に切って、串に刺してグリ

ルなどで焼く。

2.　アスパラはゆでて４等分する。エビは殻つきのま

まゆで、冷めたら殻を取ってアスパラと交互に串

に刺す。クリームチーズとマヨネーズをよく混ぜ

合わせて塗り、きざんだクルミを振る。

今月のミルク
レシピ

材　料（２本分）
【ささ身の大葉巻き】
ささ身	 ２本	 ワサビ	 小さじ１
塩、コショウ	 各少々	 大葉	 ２枚
クリームチーズ	大さじ２
【アスパラとエビのサラダ串】
グリーンアスパラ	２本	 マヨネーズ	 大さじ1/2
殻つきエビ	 中４尾	 クルミ	 1/2個
クリームチーズ	大さじ１

ワサビの代わりにゆずコショウでも！
爽やかな風味も加わり、味にアクセントがつきますよ。
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今回の答えは10月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

3 6 8 9 11８月号の答え

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ９月の答え

・つぶやきコーナー

・いちママ さん　・もなか さん　・ココ＆くろ さんおめでとうございます!! 8月号の当選者

3 ロッジの大きさが違う　6 カレーが掛かっている　8 帽子に羽飾りが付いている
9 ガスボンベの形が違う　11 オクラが1個少ない

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2021年11月4日まで
　当選者の発表は10月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

10

・�ソフトクリームの写真に目が釘付け！コーヒー味のソフ

トクリームなんて、珍しいですね。� （ココ＆くろ）

・�今年の夏は暑かったですね！ぼんやりしてるとすぐ冬が

来ますよ～冬タイヤ･冬ワイパーの準備はお早めにして

下さいね！！御注文･予約は是非幌呂整備工場へ、お待

ちしております！！パートT中より� （もなか）

・�星がきれいに見えるようになりましたねぇ～。

� （そうちゃんハヒー）

・�日、１日と冬に向かう季節になって来ましたね。コロナ

も全道的におちついているようですね。楽しいことがた

くさんありますよ、ガンバロー� （S.M）

・�我が家の牛舎猫２匹が出産し、子猫達で密になってい

ます。かわいいけど･･･� （いちママ）

・�冬はいやです。寒いのはいやです。早く春になってほし

い。� （めありす）
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 夏の暑さも去り、季節は秋へと変わりつつあります。この季節は、台風が発生しやす
い時期でもあり、既に幾つかの台風による被害も報道などで伝えられております。
　 北海道にも数は少ないですが、年間で数回台風が接近しており、大雨や暴風による
被害が発生しております。施設の倒壊等、農業にも大きな被害を及ぼす事もありま
すので、災害が起きた際の備えを常にしておくことが必要かと思います。 （山本）

■令和３年度 　生乳生産実績（８月）
月計乳量（kg） ８月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,333,357.8 107.5 46,076,483.9 106.1
鶴 居 地 区 3,542,518.0 105.7 17,355,198.1 104.1
幌 呂 地 区 2,669,335.4 112.3 13,152,855.6 111.8
白 糠 地 区 1,671,495.1 108.5 8,238,992.8 104.1
音 別 地 区 1,450,009.3 102.3 7,329,437.4 103.8

管 内 計 46,316,830.5 102.1 231,516,565.8 101.3
（前年度管内計） 45,362,808.2 228,525,576.1

理　事　会　報　告
8月定例理事会　令和３年８月25日（水曜日）

Ⅰ．報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�ＪＡ共済コンプライアンス点検結果に
ついて

６．�ＣＣＳ（顧客情報照会システム）定期
確認の報告について

７．委託内部監査の報告について

�Ⅱ．付議事項　�
議案第１号　固定資産の取得について
議案第２号　�令和２年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（機
械導入事業）の承認について

議案第３号　諸規程の制定について
議案第４号　諸規程等の一部変更について
議案第５号　建設委員会への委任について

Ⅲ．その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

早朝授精業務の終了について
11 月 1 日より授精業務の受付時間が変更になります。

午前受付時間 ９時 00 分まで
午後受付時間 14 時 00 分まで
　授精受付電話番号：65-2315

　授精時において発情状態把握及び未然の事故防止のため、立会協力をお願い致します。
　どうしても立会えない場合は事前にご連絡下さい。

〈鶴居・幌呂地区〉
授
精
受
付
時
間

午前受付時間 ９時 00 分から
午後受付時間 13 時 00 分まで
　授精受付電話番号：2-2237

〈白糠・音別地区〉
授
精
受
付
時
間

〈お願い〉


